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2011年２月15日発行





特集：「パワハラ」


自治労は2010年１２月８日に、全国の組合員を対象に職場のパワハラ（パワー


ハラスメント）に関する調査を行ったところ、「過去３年間でパワハラを受けた」と回答


した人が２１.９％に上ったと発表しました。


パワハラとは「職権などのパワーを背景にして、本来の業務の範疇を超えて継続的


に人格と尊厳を侵害する言動を行い、就業者の働く関係を悪化させる、あるいは雇用不安を与えること」と定義されます。モラルハラスメントという言葉の中に含まれることもあります。


パワハラが原因でうつ病を発症し、最悪の場合は自殺につながるケースもあるようですが、加害者とされる上司自身は『そんなつもりではなかった…』ということが多いようです。


快適な職場環境で働けるように、パワハラを理解し対策をとるための資料を紹介します。


★図書


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001799339&CTG=1&RTN=01&SID=000733558&RTNPAGE=/search.shtml" ��パワハラにならない叱り方�　－人間関係のワークルール－』道幸哲也著　旬報社　2010.10 


実際の裁判例をもとに、職場の人間関係が原因のトラブルへの対応策を考える。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001698391&CTG=1&RTN=01&SID=000733558&RTNPAGE=/search.shtml" ��パワーハラスメント�　－なぜ起こる？どう防ぐ？－』金子雅臣著　岩波書店　2009.11


著者は長年東京都の労働相談を担当してきた。パワハラ･セルフチェック表も収録。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001670646&CTG=1&RTN=01&SID=000733558&RTNPAGE=/search.shtml" ��困っている社員を助ける�　－パワハラ被害者、介護困窮者、多重債務者ｅｔｃ．　隠れた「悩みを持つ社員」のサポートマニュアル－』産労総合研究所編　産労総合研究所出版部経営書院　2009.8





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001394097&CTG=1&RTN=01&SID=000733562&RTNPAGE=/search.shtml" ��知らずに他人を傷つける人たち�　－モラル・ハラスメントという「大人のいじめ」－』


香山リカ著　ベストセラーズ　2007.2


著名な精神科医による本。モラハラは病気なのか？自分が加害者にも被害者にもならない方法を考える。





『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000949523&CTG=1&RTN=01&SID=000733558&RTNPAGE=/search.shtml" ��上司と部下の深いみぞ�　－パワー・ハラスメント完全理解－』岡田康子編著　紀伊国屋書店　2004.3








★関連するホームページ





「ハラスメントってなに？」（自治労）� HYPERLINK "http://www.jichiro.gr.jp/question/hatena_no_tsubo/1993/1993_hatena.html" ��http://www.jichiro.gr.jp/question/hatena_no_tsubo/1993/1993_hatena.html�


「静岡県における労働相談窓口」（静岡労働局）� HYPERLINK "http://www.shizuokarodokyoku.go.jp/kijun/kantoku/kantoku24.html" ��http://www.shizuokarodokyoku.go.jp/kijun/kantoku/kantoku24.html�





「みんなのメンタルヘルス」（厚生労働省）� HYPERLINK "http://www.mhlw.go.jp/kokoro/support/3_04_01place.html" ��http://www.mhlw.go.jp/kokoro/support/3_04_01place.html�





図書館のしごと紹介


「移動図書館」








図書館本館・中郷分館から離れた地域の市民、子ども、老人など来館することが難しい方のために移動図書館事業を「ジンタ号」の巡回によりおこなっています。


まず、午前中は準備をします。「ジンタ号」に積載できる本の冊数は3,000冊程度と限られるので、積んでいく本は各巡回地（27ヶ所）の利用者数・エリア・時間帯などを考慮してニーズにあった本を選び、入れ替えをします。　午後に各地域に出発します。利用は小学校、幼稚園等では、ボランティアの方々にも御協力いただき、貸出者数が100人以上、貸出冊数が500冊以上になります。公園等は、10人50冊程度の利用のところもあり、地域ごとに特徴は様々です。また、業務は屋外でおこなうので、気温の影響を直接受けます。昨年夏の猛暑時、今年の真冬時は特に体力的に厳しいです。しかし、一年を通して「ジンタ号」が来るのを楽しみに待ってくれている利用者の方々に感謝して、今後とも魅力ある「ジンタ号」であるよう努めていきます。


＊移動図書館車は、（財）日本宝くじ協会公益事業助成金を活用し、新しくなります。昭和51年の初代から35年目で4代目となります。また、3代目の移動図書館車は南アフリカ共和国で再利用され、今後も子どもたちの読書のために役立てられます。








＜回答＞　


　 法律の正式名称は「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」。改正高年齢者雇用安定法が平成16年６月成立し、平成16年12月１日から一部施行、平成18年４月１日から施行。





・提供資料


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=000109651&CTG=1&RTN=01&SID=000718605&RTNPAGE=/search.shtml"�現行日本法規　７５�』　（加除式の総合法令集で条文がわかる。）


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001355488&CTG=1&RTN=01&SID=000717796&RTNPAGE=/search.shtml"�雇用延長制度導入マニュアル�』『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001189892&CTG=1&RTN=01&SID=000717797&RTNPAGE=/search.shtml"�６５歳雇用延長の進め方１００問１００答�』等。


・インターネット情報


　 　　「法令データ提供システム」(総務省行政管理局) �HYPERLINK "http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi"�http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi�


「厚生労働省高年齢者雇用安定法の改正のお知らせ」� HYPERLINK "http://www.mhlw.go.jp/general/seido/anteikyoku/kourei2/" �http://www.mhlw.go.jp/general/seido/anteikyoku/kourei2/�


「静岡県中小企業団体中央会65歳継続雇用ガイドWeb 」�HYPERLINK "http://www.siz-sba.or.jp/65koyou/"�http://www.siz-sba.or.jp/65koyou/�


  　　「法庫」（図書館で契約している法令データベース）


＜調査方法＞


・法律の正式名称を調べる。→「法令データ提供システム」（総務省行政管理局）の法令用語検索で「継続雇用」と入力して検索。「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」が正式名称とわかる。また、「高年齢者雇用安定法」が略称でよく使われているようです。


・検索条件のタイトルに「高年齢者雇用安定法」または「再雇用」を入力して図書館の資料を検索。


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001189892&CTG=1&RTN=01&SID=000718615&RTNPAGE=/search.shtml"�６５歳雇用延長の進め方１００問１００答�』、『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001086165&CTG=1&RTN=01&SID=000718616&RTNPAGE=/search.shtml"�定年延長・再雇用制度事例集�』がヒット。


・検索条件の件名*に「高年齢者雇用」を入力して図書館の資料を検索。


『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001355488&CTG=1&RTN=01&SID=000718612&RTNPAGE=/search.shtml"�雇用延長制度導入マニュアル�』『�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001575708&CTG=1&RTN=01&SID=000718619&RTNPAGE=/search.shtml"�定年後も働きたい人のための保険・年金・給付金の本�』等ヒット。


　　　　*件名･･･資料の内容、主題を表す言葉。言葉は『基本件名標目表』に基づく。


（＠ｏ＠）！　法令の正式な法令名称がわからない、略称法令名しかわからないときには、


「�HYPERLINK "http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxsearch.cgi"�法令データ提供システム�」（総務省行政管理局）でさがすことができます。


法令用語検索にキーワードを入力したり、法令索引検索法令名の用語索引に略称を入力することで


検索できます。


また、そのままリンクが貼られていて、法令の条文を見ることができるのでとても便利です。





レファレンス事例　


最近改正されたらしいが、退職者の継続雇用の法律について調べたい。





























「レファレンス　サービス」とは？


司書が、あなたの調べたいことについて、資料や情報を探して紹介したり、調査方法などの相談に応じるサービスです。





今月のピックアップ　ー新着資料から


教育問題というと、いじめやゆとり教育、学力低下、少年犯罪増加など、毎日のようにニュースで取り上げられています。このような記事や権威ある人の発言を目にすると、すぐに「そうだ、そうだ」と頷いてしまいませんか？


著者は「教育問題をただ学ぶのではなく、自分で疑い、確かめ、そして考えてほしい。そこから、本当に私たちが何を議論すべきか、見えてくるはずです。」といいます。この本は、教育問題を例とした情報リテラシーの本です。世の中には様々な情報が氾濫していますが、それが事実なのか、個人の意見なのか判りません。ポイントは、①情報の量②意識調査③自分の観察　を信用しすぎないことだそうです。


また、「情報はどうにでもなってしまう」の章では、統計データを読み解く際の注意として、定義や基準は一定か、原因の説明・評価は大丈夫か等、鵜呑みにしがちな数字の裏を見るポイントがまとまっています。巻末にはブックガイドもあり、思い込みから脱却し、ものごとをナナメから見る習慣をつけるのに役立つのではないでしょうか。


『� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001794738&CTG=1&RTN=01&SID=000734945&RTNPAGE=/search.shtml" ��教育問題はなぜまちがって語られるのか？�


ー「わかったつもり」からの脱却ー』


広田照幸・伊藤茂樹　著　日本図書センター


� HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/cgi-bin/detail?NUM=001794738&CTG=1&RTN=01&SID=000734945&RTNPAGE=/search.shtml" ����








今月のピックアップー新着資料から


教育問題というと、いじめやゆとり教育、学力低下、少年犯罪増加など、毎日のようにニュースで取り上げられています。教育問題についての記事や権威ある人の発言を目にすると、「そうだ、そうだ」と頷いてしまいませんか？著者は「教育問題をただ学ぶというのではなく、自分で疑い、確かめ、そして考えてほしい。そこから、本当に私たちが何を議論すべきか、見えてくるはずです。」と書いています。この本は、教育問題を例とした情報リテラシーの本です。世の中には様々な情報が氾濫していますが、それが事実なのか、個人の意見なのか判りません。情報を区別するポイントは、①情報量はあてにならない②意識調査もあてにならない③自分の観察だけを信用しすぎない　だそうです。また、「情報はどうにでもなってしまう」の章では、統計データを読み解く際の注意として、定義や基準は一定か、原因の説明・評価は大丈夫か等、鵜呑みにしがちな数字の裏を見るポイントがまとまっています。最後には教育問題を考えるためのブックガイドもあり、思い込みから脱却し、ものごとをナナメから見る習慣をつけるのに役立つのではないでしょうか。


『教育問題はなぜまちがって語られるのか？


ー「わかったつもり」からの脱却ー』


広田照幸・伊藤茂樹　著　日本図書センター





図書館は、三島市職員向けにメールマガジンを発行しています。


ご意見・ご質問図書館本館へ。電話９８３－０８８０（内線６３８９）


�HYPERLINK "http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/"�http://tosyokan.city.mishima.shizuoka.jp/�























